
土
岐
市
連
合
自
治
会
連
絡
協
議

会
で
は
四
月
十
三
日
（
木
）
、
市

役
所
で
平
成
十
八
年
度
の
総
会
を

開
催
し
、
新
年
度
の
事
業
計
画
や

役
員
構
成
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。 

同
協
議
会
は
、
市
内
八
町
の
自

治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
代
表
者
三

十
三
人
で
組
織
さ
れ
、
行
政
と
地

域
住
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
、
市
民
生
活
を
よ
り
よ
く

し
て
い
く
た
め
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。 

総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
を
行

い
、
会
長
に
は
加
藤
良
夫
さ
ん

（
土
岐
津
町
）
が
、
ま
た
副
会
長

に
は
中
島
仙
八
さ
ん
（
曽
木
町
）

と
林
節
夫
さ
ん
（
肥
田
町
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
理
事
に
は
次
の
皆

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

・
林
　
宏
美
さ
ん
（
下
石
町
） 

・
奥
村
孝
二
さ
ん
（
妻
木
町
） 

・
林
　
　
茂
さ
ん
（
鶴
里
町
） 

・
林
　
力
三
さ
ん
（
駄
知
町
） 

・
和
田
全
弘
さ
ん
（
泉
　
町
） 

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会

活
動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
、

加
藤
征
史
さ
ん
（
肥
田
町
）
に
、

土
岐
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

五
月
二
十
二
日
か
ら
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

行
政
相
談
と
は
、
国
の
行
政
機
関
や
県
・
市
な

ど
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て

行
っ
た
り
し
て
い
る
仕
事
、
特
殊
法
人
な
ど
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

そ
の
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。 

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
行
政
相
談
委
員
」
が

お
受
け
し
ま
す
。
市
で
は
金
山
富
士
子
さ
ん
（
泉

町
）
、
大
杉
春
樹
さ
ん
（
駄
知
町
）
が
皆
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 ■
日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
、 

午
後
一
時
〜
三
時 

■
場
所
　
市
役
所
三
階
・
第
一
会
議
室 

※
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所（
　
０
５
８
　

―
　

２
４
６
　

―
　

１
１
０
０
）で
は
、
い
つ
で
も
行
政
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
内

線
１
８
６
）
へ
ど
う
ぞ
。 


